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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年５月８日の決算発表時に公表いたしました平成 20 年３月

期（自平成 19 年４月１日至平成 20 年３月 31 日）の業績予想および平成 19 年７月 26 日に公表いたし

ました平成 20 年３月期の中間業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 20 年３月期中間業績予想数値の修正（自平成 19 年４月１日至平成 19 年９月 30 日） 

（連結）                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 
（平成19年７月26日発表） ５６，６００ △９００ △１，０００ △１，４００ 

今 回 修 正 予 想 ５４，７５０ △３１０ △３６０ △７４０ 

増 減 額 △１，８５０ ５９０ ６４０ ６６０ 

増 減 率（％） △３．３ － － － 

 前 年 中 間 実 績 

（平成 19 年３月期中間） 
５８，４７４  １，８３３ １，７３７   ８８１ 

 

 

（個別）                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 
（平成19年７月26日発表） ５５，０００ △１，０００ △８００ △１，２００ 

今 回 修 正 予 想 ５３，１４０ △４８０ △１５０ △５００ 

増 減 額 △１，８６０ ５２０ ６５０ ７００ 

増 減 率（％） △３．４ － － － 

 前 年 中 間 実 績 

（平成 19 年３月期中間） 
５７，０１７  １，５０５ １，５８４   ８３３ 

 

 

２．修正の理由 

当中間期の見通しにつきましては、平成 19 年７月 26 日に第１四半期の業績動向を踏まえ、業績予

想を下方修正いたしましたが、想定以上の減収となった反面、販管費を圧縮し、上記の通り修正させ

ていただきます。



３．平成 20 年３月期通期業績予想数値の修正（自平成 19 年４月１日至平成 20 年３月 31 日） 

（連結）                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 
（平成 19 年５月８日発表） １２６，５００ ３，４００ ３，２００ １，４００ 

今 回 修 正 予 想 
１１４，２００ 

～１１８，２００ 

△８００ 

～３８０ 

△９００ 

～３００ 

△１，８００ 

～△６００ 

増 減 額 
△１２，３００ 

～△８，３００ 

△４，２００ 

～△３，０２０ 

△４，１００ 

～△２，９００ 

△３，２００ 

～△２，０００ 

増 減 率（％）
△９．７ 

～△６．６ 
－ － － 

 前 期 実 績 

（平成 19 年３月期） 
１２２，７８１  ４，１３９ ３，９６２   １，８６５ 

 

 

（個別）                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 
（平成 19 年５月８日発表） １２３，０００ ２，７００ ２，８５０ １，３００ 

今 回 修 正 予 想 
１１１，０００ 

～１１５，０００ 

△１，０５０ 

～８０ 

△８００ 

～３３０ 

△１，６００ 

～△３７０ 

増 減 額 
△１２，０００ 

～△８，０００ 

△３，７５０ 

～△２，６２０ 

△３，６５０ 

～△２，５２０ 

△２，９００ 

～△１，６７０ 

増 減 率（％）
△９．８ 

～△６．５ 
－ － － 

 前 期 実 績 

（平成 19 年３月期） 
１１９，５８２  ３，２１１ ３，２５５   １，４３８ 

 

 

４．修正の理由 

当期の見通しにつきましては、平成 19 年９月に主力のシステムキッチン「Ｓ．Ｓ．」および「クリ

ンレディ」をフルモデルチェンジし、中・高級品需要獲得の体制を整えました。しかしながら、リフ

ォーム需要の伸び悩みに加え、平成 19 年６月 20 日施行の改正建築基準法による新設住宅着工戸数の

大幅な落ち込みによる住宅設備機器需要の減少、さらに原材料も高騰が続いているため、平成 19 年５

月８日発表の通期業績予想を下方修正させていただきます。 

なお、上記改正建築基準法による影響度合いにつきましては、具体的に予測しがたく先行き不透明

感が極めて強い状況であり、特定の数値の予想が投資家に誤解を与えるおそれがあるため、レンジ形

式にて開示しております。 

 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績 

   は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 


